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②②  岩岩手手
い わ て

県県内内
けんない

のの新新
し ん

エエネネ施施設設
し せ つ

  
 

【ここで学べること！】  岩手県では 『 環境王国 』 の実現に向け、豊かな環

境を将来にわたって伝え、その中で人々がゆとりのある生活を続けていくことがで

きるよう、自然と人間の活動が調和し、資源やエネルギーが循環する社会を目指し

て、新エネの導入などを、積極的に進めています。ここでは、岩手県内の新エネ施

設を紹介します。もっと勉強したいときは、それぞれの施設に足を運んでください。 

 

１． 岩手の新エネルギーマップ  

 

 

みんなで使おう！ いわてエネルギー環境教育ネットワークの教材 

岩手県環境生活部 

「いわて新エネの森」より引用 

 
 http://www.pref.iwate.jp/ 

~hp0208/shinene/sisetu.html
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前のページに、県内の新エネルギー施設の一覧と、その発電量などを記載しています。 

 

２． 新エネルギーってなに？  

新エネルギーは、

「技術的に実用化段

階に達しつつあるが、

経済性の面から普及

が十分でないもので、

石油に代わるエネル

ギーの導入を図るた

めに特に必要なもの」

と定義されています。

そのため、正確には、

実用化段階に達した

水力・地熱発電や研究

開発段階にある波力

発電などは、自然エネ

ルギーであっても新

エネルギーには指定

されていません。しかし岩手県では、平成 10 年度に策定した「新エネルギービジョン」

において、国の定める新エネルギーに加え、CO2 排出量が少なく地域特性を活かしたエ

ネルギーである「地熱エネルギー」や「水力エネルギー」も新エネルギーとしています

（http://www.pref.iwate.jp/~hp0208/shinene/sinene2.html）。 

http://www.nef.or.jp/what/whats00.html

新エネルギー財団  http://www.nef.or.jp/what/index.html より引用 
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岩手県環境生活部 

「いわて新エネの森」より引用 

 
http://www.pref.iwate.jp/~hp

0208/shinene/sinene2.html 

雪や氷の冷熱エネルギー（冷たい熱エネルギ

ー）を利用して建物の冷房や農作物などの冷蔵に

使います。冬に降り積もった雪を保存し、また、水を

冷たい外気で氷にして保存します。 

○ 捨て場所に困る雪も有効利用できます。  

○ 雪は適度な湿度を持っているので農作物を乾

燥させずに保存できます。 
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植物などの生物体（バイオマス）を構成し

ている有機物は、固体燃料、液体燃料、気体

燃料に変えることができます。木くずや廃材

から木質系固形化燃料を作ったり、さとうき

びからメタノールを作ったり、家畜の糞尿など

からバイオガスを作ります。 

○ 木くず、さとうきびのしぼりカス、家畜糞尿など

をエネルギー資源として有効活用できます。  

○ 保存と運搬をしやすくするため固体、液体、気

体に自在に加工することができます。 

『バイオマス燃料製造』は、 
生物が作り出したエネルギーです。 

バイオマスを構成するものは、石油や石炭と同じ有機物です。人工

的に有機物を作り出すのは大変難しいのですが、植物を利用すれ

ば比較的簡単に燃料を作り出すことができます。 

ごみを焼却する際の「熱」で高温

高圧の蒸気を作り、その蒸気でター

ビンを回して発電します。また、発電

した後の排熱は、周辺地域の冷暖

房や温水として有効に利用すること

ができます。 

電気自動車は、電気で走り排気ガスを

出しません。ハイブリッド自動車は、ガソ

リンエンジンと電動モーターを組み合わ

せて効率良く走るので排気ガスが減りま

す。天然ガス自動車やメタノール自動車

は、炭素や有害物質の少ない燃料を使う

ので、排気ガスの中の二酸化炭素や硫

黄酸化物などが減ります。 
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３． 風力発電  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

海や川の水温は、夏も冬

もあまり変化がなく、外気と

の温度差があります。これ

を「温度差エネルギー」とい

い、ヒートポンプや熱交換器

を使って、冷暖房などに利

用できます。また、工場や変

電所などから排出される熱

も外気との温度差があるの

で利用できます。 

温度差エネルギーは、ヒートポンプを

利用することにより、冷暖房などの地域

熱供給の熱源として利用できます。ま

た、温室栽培、水産養殖などの地場産

業や寒冷地などの融雪用の熱源として

有効に利用できます。 

○ 熱需要の多い都市部で豊富に得ら

れるエネルギーです。  

○ 熱を得る際に燃料を燃やさないの

でクリーンです。 

釜石広域ウインドファーム 

○ 導入設備：風力発電所 

○ 設備規模：42，900kW 

（1,000ｋＷ風車 MWT-1000A 機 43 基） 

○ 設置年度：平成 16 年度 

○ 所在地：岩手県釜石市、遠野市、大槌町 

○ 事業主体：（株）ユーラスエナジージャパン 

○ ホームページ：http://www.eurus-energy.com/ 

新エネの森より引用 http://www.pref.iwate.jp/~hp0208/shinene/sisetu.html 

稲庭高原風力発電所 

○ 導入設備：風力発電 

○ 設備規模：660kW×3 基 

○ 設置年度：平成 13 年度 

○ 所在地：岩手県二戸市浄法寺町山内 

○ 事業主体：岩手県企業局 

○ ホームページ：http://www.pref.iwate.jp/
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４． バイオマスエネルギー  

 

  

 

 

（株）バイオマスパワーしずくいし 小岩井事業所 

○ 導入設備：畜産バイオマス発電 

○ 設備規模：250kW 

○ 設置年度：平成 17 年度 

○ 所在地：岩手県岩手郡雫石町中黒沢川 17-7 

○ 事業主体：（株）バイオマスパワーしずくいし 

○ 連絡先  住所：岩手郡雫石町中黒沢川 17-7  

電話：019-692-5010 

事業内容は、１）小岩井農場の家畜排せつ物と町内保育

所、２小中学校、県内食品工場の食品残さを処理して得ら

れるメタンガスを利用したバイオマス発電、２）家畜排せつ

物と食品残さのたい肥化、３）余剰電力とたい肥の販売事

業です。発電の燃料には家畜ふん尿と生ごみを混合、発

酵させて得られるメタンガスを使用します。総発電量の内

施設稼働以外の余剰電力2000kwhを小岩井農牧に売電し

ますが、これは一般家庭の 1 カ月当たりの消費電力

284kwh に換算すると 210 戸に相当します。 

新エネの森より引用  
http://www.pref.iwate.jp/~hp0208/shinene/sisetu.html 

県営屋内温水プール ホットスイム 

○ 導入設備： ①太陽光発電、②チップボイラー、③地下水利用ヒ

ートポンプ 

○ 設備規模： ①20kW、②200kW×2 台、100kW×1 台、③50kW×

4 台 

○ 設置年度： ①平成 11 年度、②平成 18 年度、③平成 18 年度 

○ 所在地：岩手県岩手郡雫石町長山大鉢森 38 番地 4 

○ 事業主体：岩手県環境生活部資源エネルギー課 

○ ホームページ：http://www.pref.iwate.jp/ 

            http://www.zai-shizuku-taikyo.or.jp/~hotswim/ 

ホットスイムでは施設の熱源として

木質チップボイラーと地下水利用ヒー

トポンプが導入されています。チップ

ボイラー等により作られた温水は、施

設の暖房、給湯、温水プールの加温

と多段階に使用されています。また、

ホットスイムには太陽光発電 20kW や

小型の太陽光発電と風力発電を利用

したハイブリッド街路灯２基が設置さ

れ、一度に複数の新エネルギーを見

学できるモデル施設となっています。 


